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こ
の
た
び
、
平
成
十
九
年
五
月
九
日
の
議
会
臨
時
会
に
お
き
ま
し
て
、
不
肖
私
が
議
員
各
位
の
ご
推
挙
に

よ
り
、
第
二
代
お
お
い
町
議
会
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

も
と
よ
り
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
地
方
自
治
の
発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上
の
た
め
、
誠
心
誠
意
努
力

し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。

　

本
町
は
昨
年
三
月
に
合
併
を
致
し
ま
し
た
が
、
大
飯
・
名
田
庄
両
地
域
の
更
な
る
一
体
化
を
図
り
、
町
政

発
展
の
た
め
、
皆
様
方
と
共
に
手
を
携
え
な
が
ら
、
渾
身
の
努
力
を
払
っ
て
参
り
た
い
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
議
会
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、
不
偏
不
党
、
公
正
無
私
を
旨
と
し
、
言
論
の
府
と
し
て
の
議
会
が

円
満
に
運
営
さ
れ
ま
す
よ
う
、
懸
命
の
努
力
を
致
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
民
の
方
々
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
た
め
に
は
、
将
来

を
見
通
し
た
、
確
か
な
財
政
計
画
が
最
も
肝
要
と
存
じ
ま
す
。

　

理
事
者
と
議
会
が
一
体
と
な
り
、
健
全
財
政
の
保
持
に
努
め
る
た
め
、
渾
身
の
努
力
を
傾
注
す
る
覚
悟
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
格
別
の
ご
指
導
、
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
町
民
、
皆
様
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

お
お
い
町
議
会　

議
長　

寺
澤　

繁
夫
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総
務
常
任
委
員
会委

員
長　

中
塚　
　

寛

　

改
選
後
の
臨
時
議
会
に
お
い
て
総
務
常
任
委
員

会
委
員
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。

　

松
井
副
委
員
長
を
は
じ
め
、
識
見
、
経
験
共
に

豊
な
委
員
各
位
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
町
民
の

皆
様
の
付
託
に
答
え
る
べ
く
、
精
一
杯
努
力
し
て

ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

　

さ
て
、
改
選
に
よ
り
議
員
定
数
が
二
十
六
名
か

ら
十
四
名
と
な
り
、
常
任
委
員
会
も
こ
れ
ま
で
の

総
務
・
産
業
建
設
・
教
育
厚
生
の
三
常
任
委
員
会

か
ら
総
務
・
産
業
建
設
委
員
会
の
二
常
任
委
員
会

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
教
育
厚
生
委
員
会

所
管
事
業
を
包
括
し
た
形
で
総
務
常
任
委
員
会
が

組
織
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
所
管
事
業
の
増
加
と
委

員
会
定
数
二
名
減
と
い
う
相
反
す
る
状
況
で
は
ご

ざ
い
ま
す
が
、
町
民
の
皆
様
の
福
祉
向
上
を
目
指

し
て
、
よ
り
一
層
の
委
員
会
活
動
の
充
実
に
努
め

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
な
る

ご
指
導
ご
鞭
撻
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長　

新
谷　

欣
也

　

先
の
統
一
地
方
選
挙
の
改
選
に
よ
り
新
し
く
議

会
構
成
が
誕
生
し
、委
員
会
が
組
織
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
委
員
会
の
役
割
は
地
籍
整
備
課
、
産
業
振
興

課
、
建
設
課
、
生
活
環
境
課
、
総
合
開
発
室
の
所

管
事
務
の
調
査
を
行
う
こ
と
で
す
。

　

委
員
の
皆
さ
ん
が
経
験
豊
富
な
先
輩
議
員
ば
か

り
な
の
で
、
各
委
員
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
町

民
の
皆
様
の
付
託
に
応
え
る
べ
く
、
所
管
の
委
員

会
活
動
に
力
一
杯
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

議 場 の 風 景

委員会活動が行われる委員会室
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平成19年４月30日現在
議席
番号 氏　　　　　名 年　齢 住　　　所 当選回数 所属党派

１ 森 内 正 美 59歳 名田庄下19－9 １回 無 所 属

２ 小 川 宗 一 65歳 名田庄三重53－6－4 １回 無 所 属

３ 渡 辺 　 均 67歳 川上18－10－1 １回 無 所 属

４ 中 塚 　 寛 47歳 名田庄挙野22－6 ２回 無 所 属

５ 新 谷 欣 也 50歳 川上104－7－3 ２回 無 所 属

６ 松 井 榮 治 58歳 広岡1－10 ２回 無 所 属

７ 田 中 景 子 63歳 笹谷6－7 ３回 無 所 属

８ 中 本  茂 64歳 大島28－19－1 ３回 無 所 属

９ 中 川 忠 彦 69歳 鹿野30－11 ３回 無 所 属

10 小 野 泰 孝 70歳 名田庄久坂8－39 ３回 無 所 属

11 浦　松　清八郎 71歳 野尻26－10 ３回 無 所 属

12 浜 田 勝 美 64歳 本郷146－44－2 ４回 無 所 属

13 寺 澤 繁 夫 68歳 大島94－47 ４回 無 所 属

14 猿 橋 　 巧 53歳 本郷124－44 ６回 日本共産党

第二代おおい町議会議員誕生
　平成19年４月22日に実施された選挙の結果、町民皆様のご信任をいただき、14名の第二代おおい
町議会議員が誕生しました。
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おおい町議会構成

議 長

寺 澤 繁 夫

平成19年5月9日に開かれた議会臨時会において、新しい議会構成が決まりました。

副 議 長

小 野 泰 孝

  常任委員会
総務常任委員会（8名） 産業建設常任委員会（6名）

委 員 長
副 委 員 長
委 員
委 員
委 員
委 員
委 員
委 員

中 塚 　 寛
松 井 榮 治
寺 澤 繁 夫
浜 田 勝 美
浦　松　清八郎
渡 辺 　 均
小 川 宗 一
森 内 正 美

委 員 長
副 委 員 長
委 員
委 員
委 員
委 員

新 谷 欣 也
田 中 景 子
猿 橋 　 巧
小 野 泰 孝
中 川 忠 彦
中 本 　 茂

  特別委員会
原子力発電対策特別委員会（7名） 挙原揚水発電対策特別委員会（6名）

委 員 長
副 委 員 長
委 員
委 員
委 員
委 員
委 員

中 本 　 茂
中 川 忠 彦
浦　松　清八郎
田 中 景 子
猿 橋 　 巧
浜 田 勝 美
新 谷 欣 也

委 員 長
副 委 員 長
委 員
委 員
委 員
委 員

小 野 泰 孝
松 井 榮 治
中 塚 　 寛
渡 辺 　 均
小 川 宗 一
森 内 正 美

  一部事務組合議会
嶺南広域行政組合議会（2名） 若狭消防組合議会（2名）

議 員
議 員

寺 澤 繁 夫
浜 田 勝 美

議 員
議 員

松 井 榮 治
小 川 宗 一

公立小浜病院組合議会（2名） 福井県後期高齢者医療広域連合議会（1名）

議 員
議 員

中 塚 　 寛
森 内 正 美

議 員 寺 澤 繁 夫

  議会運営委員会（6名）

委 員 長
副 委 員 長
委 員
委 員
委 員
委 員

浜 田 勝 美
中 本 　 茂
猿 橋 　 巧
浦　松　清八郎
田 中 景 子
森 内 正 美

  広報編集委員（6名）

委 員 長
副 委 員 長
委 員
委 員
委 員
委 員

渡 辺 　 均
小 川 宗 一
小 野 泰 孝
新 谷 欣 也
中 塚 　 寛
森 内 正 美
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防
止
な
ど
の
権
利
擁
護
に
つ
い
て
は
、
大

飯
、
名
田
庄
両
地
域
に
設
置
し
て
い
る
保

健
福
祉
室
を
窓
口
と
し
て
高
齢
者
の
相
談

を
お
受
け
す
る
一
方
、
介
護
予
防
対
象
者

を
把
握
し
て
、
福
祉
相
談
員
を
中
心
に
独

居
高
齢
者
や
高
齢
者
の
み
の
世
帯
の
訪
問

を
実
施
し
て
い
る
。

　

虐
待
防
止
に
つ
い
て
は
「
お
お
い
町
高

齢
者
虐
待
防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
委
員
会
」

を
設
置
し
、
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
一
層

の
充
実
と
活
用
を
図
り
、
虐
待
の
早
期
発

見
と
防
止
、
消
費
者
被
害
の
保
護
等
に
努

め
る
。

　

④
包
括
的
、
継
続
的
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
支
援
に
つ
い
て
は
、
保
健
、
医
療
福
祉

の
連
携
は
も
と
よ
り
、
地
域
住
民
が
地
域

の
課
題
を
共
有
し
、
お
互
い
に
地
域
で
の

支
え
合
い
が
で
き
る
体
制
を
整
え
る
必
要

が
あ
る
の
で
、
地
域
リ
ー
ダ
ー
育
成
に
取

り
組
ん
で

い
き
た
い

と
考
え
る
。

（
町
長
）
行
政
の
効
率
化
に
取
り

組
み
財
政
基
盤
の
強
化
を
図
っ

て
い
く
た
め
に
は
、
職
員
の
計
画
的
な
定

員
管
理
や
行
政
組
織
の
ス
リ
ム
化
な
ど
に

よ
る
行
政
の
効
率
化
を
通
じ
、
町
の
行
政

経
費
の
な
か
で
も
、人
件
費
な
ど
義
務
的
、

固
定
的
な
性
格
の
強
い
経
費
の
消
滅
を
目

指
し
て
い
く
こ
と
で
あ
り
、
事
務
事
業
の

再
編
・
整
理
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
よ
り

効
果
的
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
指

し
て
い
く
こ
と
や
、
指
定
管
理
者
制
度
の

活
用
等
に
よ
る
公
共
施
設
の
運
営
経
費
の

消
滅
、
補
助
金
の
整
理
・
合
理
化
等
の
経

常
経
費
の
消
滅
に
努
め
て
い
く
も
の
で
あ

る
。

　

起
債
の
果
た
し
て
い
る
機
能
は
財
政
支

出
と
財
政
収
入
の
年
度
間
調
整
の
役
割
で

あ
り
、
ま
た
住
民
福
祉
の
世
代
間
の
公
平

の
た
め
の
調
整
で
あ
り
、
発
行
年
度
に
お

け
る
一
般
財
源
の
不
足
を
補
完
す
る
役
割

で
あ
る
。

　

財
源
を
補
う
必
要
が
あ
る
場
合
の
起
債

は
交
付
税
処
置
の
あ
る
有
利
な
起
債
を
充

当
す
る
こ
と
で
、
財
政
の
健
全
化
に
努
め

て
い
く
こ
と
で
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に

な
ら
な
い
よ
う
配
慮
し
な
が
ら
健
全
な
行

政
運
営
を
進
め
て
い
く
。

平
成
十
九
年
度
予
算
と
重
要
・
重

点
施
策
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

新
町
が
誕
生
し
て
一
年
三
ヵ
月
、

継
続
、
新
規
と
も
大
型
の
重
要

事
業
が
山
積
し
て
お
り
、
限
ら
れ
た
財
源

の
な
か
で
の
諸
事
業
の
施
行
は
、
慎
重
な

対
応
が
求
め
ら
れ
る
。

　

新
し
い
財
源
確
保
の
た
め
の
今
後
の
具

体
策
と
し
て
、

①
行
政
の
効
率
化
へ
の
取
り
組
み
と
財
政

基
盤
の
強
化
を
図
る
。

②
事
務
事
業
の
取
捨
選
択
等
の
見
直
し
を

進
め
経
常
経
費
の
消
滅
に
取
り
組
む
。

③
起
債
依
存
を
減
ら
し
、
有
利
な
起
債
を

利
用
す
る
。

　

以
上
、
三
点
の
具
体
的
な
対
策
の
内
容

を
問
う
。

六
月
定
例
会

　
　

  

一
般
質
問

七
人
の
議
員
が
町
政
を
た
だ
す

問問問問問問

地域包括支援センター

浜田　勝美

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
状

況
に
つ
い
て

①
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
。

②
地
域
に
包
括
的
な
サ
ー
ビ
ス

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
。

③
高
齢
者
へ
の
総
合
相
談
支
援
や
、
虐
待

防
止
な
ど
の
権
利
擁
護
を
行
う
。

④
地
域
の
社
会
資
源
を
活
用
し
た
、
包
括

的
・
継
続
的
な
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を

行
う
。

　

以
上
、
四
つ
の
機
能
を
担
う
と
な
っ
て

い
る
が
現
状
は
ど
う
か
を
問
う
。

（
な
ご
み
保
健
課
長
）
①
介
護
予

防
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
に
つ

い
て
は
、
要
支
援
一
、二
の
方
で
新
規
認

定
者
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
、
継

続
の
方
は
社
会
福
祉
協
議
会
等
サ
ー
ビ
ス

事
業
所
に
委
託
し
て
い
る
。

　

②
地
域
の
包
括
的
な
サ
ー
ビ
ス
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
つ
い
て
は
、
地
域
住
民
を
巻
き

込
ん
だ
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
が
必

要
で
あ
り
、
住
民
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、

介
護
保
護
に
携
わ
る
関
係
機
関
が
課
題
を

共
有
し
、
現
行
の
「
地
域
ケ
ア
会
議
」
を

充
実
さ
せ
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を

図
っ
て
い
く
。

　

③
高
齢
者
へ
の
総
合
相
談
支
援
や
虐
待

答答答答答答

問問問問問問答答答答答答
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渡辺　　均

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
・
行
政
コ
ス

ト
計
算
書
の
作
成
に
よ
る
、
町

の
財
政
事
情
の
公
表
に
つ
い
て

現
在
の
歳
入
・
歳
出
の
形
式
収

支
だ
け
の
単
式
簿
記
方
式
で
は
、

総
資
産
や
負
債
総
額
が
把
握
で
き
な
い
会

計
方
式
で
あ
る
た
め
に
問
題
点
が
あ
る
。

こ
の
点
を
補
完
す
る
た
め
に
、
町
全
体
の

債
権
債
務
を
整
理
し
て
、
町
の
財
務
状
況

を
企
業
会
計
手
法
を
取
り
入
れ
て
、
一
定

基
準
に
よ
る
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
作
成
を

提
案
す
る
。

（
町
長
）「
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
」

の
作
成
目
的
は
、
歳
入
歳
出
ベ
ー

ス
の
決
算
で
は
明
示
さ
れ
な
い
土
地
・
建

物
・
基
金
な
ど
の
資
産
や
、
町
債
な
ど
の

負
債
を
ス
ト
ッ
ク
面
か
ら
分
析
を
行
う
こ

と
。
ま
た
、行
政
が
有
す
る
経
営
資
源
が
、

消
費
さ
れ
た
段
階
で
経
理
処
理
を
行
う
、

い
わ
ゆ
る
「
発
生
主
義
会
計
」
の
出
発
点

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　

そ
の
作
成
の
効
果
は
、
町
の
資
産
構
成

や
行
政
目
的
別
割
合
、
世
代
間
の
負
担
比

率
や
将
来
に
わ
た
る
実
質
的
な
財
政
負
担

を
把
握
で
き
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

　

一
方
「
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
」
の
方
は
、

人
的
サ
ー
ビ
ス
や
給
付
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、

資
産
形
成
に
つ
な
が
ら
な
い
行
政
サ
ー
ビ

ス
に
伴
う
資
源
の
消
費
、
す
な
わ
ち
コ
ス

ト
を
し
め
す
こ
と
に
よ
っ
て
行
政
の
活
動

実
績
に
関
す
る
情
報
を
提
供
す
る
も
の
で

あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
作
成
に
つ
い
て
は
、
平
成

十
四
年
度
に
、
平
成
十
二
年
度
と
十
三
年

度
の
「
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
」
と
、
平
成

十
三
年
度
の
「
コ
ス
ト
計
算
書
」
を
作
成

し
、
そ
の
後
、
平
成
十
五
年
度
に
平
成

十
四
年
度
の「
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
」と「
コ

ス
ト
計
算
書
」
の
作
成
に
併
せ
、「
行
政

評
価
」
を
作
成
し
た
が
、
平
成
十
五
年
度

の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
最
後
に
、
合
併
事

務
の
た
め
中
断
し
て
い
る
。

　

作
成
の
必
要
性
や
住
民
へ
の
公
表
な

ど
、
そ
の
重
要
性
は
十
分
認
識
し
て
い
る

の
で
、
新
町
と
し
て
の
作
成
に
は
、
旧
名

田
庄
村
の
決
算
デ
ー
タ
や
合
併
後
の
実
質

的
な
決
算
年
度
と
な
る
平
成
十
八
年
度
と

十
九
年
度
の
二
ヵ
年
度
の
デ
ー
タ
を
用
い

て
、
平
成
二
十
年
度
か
ら
作
成
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

従来の決算書

有
害
獣
対
策
に
お
け
る
今
後
の

具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て

町
内
の
集
落
に
お
い
て
、
イ
ノ

シ
シ
、
シ
カ
、
サ
ル
等
の
対
策

と
し
て
、
田
圃
の
水
稲
な
ど
は
共
同
で
電

気
柵
、
囲
い
な
ど
で
あ
る
程
度
の
対
応
が

可
能
で
あ
る
が
、
住
居
近
辺
の
畑
の
野

菜
、
果
樹
類
の
被
害
は
大
き
く
、
特
に
猿

に
よ
る
も
の
は
全
く
お
手
上
げ
の
状
態
で

あ
る
。
少
し
で
も
被
害
を
食
い
止
め
て
町

民
を
安
心
さ
せ
る
手
立
て
を
さ
れ
る
よ
う

努
力
し
て
ほ
し
い
が
、
現
段
階
の
実
情
と

今
後
の
対
策
を
伺
う
。

（
産
業
振
興
課
長
）
被
害
の
防
止

策
と
し
て
金
網
柵
や
電
気
柵
の

設
置
な
ど
、
農
家
組
合
単
位
で
行
う
進
入

防
止
対
策
へ
の
補
助
を
行
い
、
猟
友
会
の

協
力
で
、
捕
獲
檻
の
設
置
や
駆
除
な
ど
個

体
数
の
管
理
対
策
を
講
じ
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
有
害
鳥
獣
の
被
害
は

一
向
に
減
少
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
な
い
。

　

今
後
の
対
策
と
し
て
集
落
間
の
連
携
や

一
般
住
民
も
含
め
た
集
落
ぐ
る
み
の
対
応

な
ど
、
広
域
的
な
対
策
が
必
要
で
あ
り
、

進
入
経
路
と
な
る
荒
廃
農
地
や
里
山
荒
廃

林
の
解
消
、
緩
衝
地
帯
の
設
置
な
ど
の
山

際
対
策
、
さ
ら
に
後
継
者
不
足
の
有
害
鳥

獣
捕
獲
隊
員
の
養
成
、
捕
獲
し
た
個
体
の

処
理
施
設
の
設
置
な
ど
新
た
な
対
応
も
必

要
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
対
策
を
強
化
し
て
被
害
防

止
に
努
力
す
る
と
と
も
に
、
県
や
他
の
市

町
と
も
連
携
を
し
て
、
国
レ
ベ
ル
で
の
対

策
を
求
め
て
強
い
要
望
活
動
を
行
っ
て
い

る
が
、
効
率
的
な
対
策
が
図
れ
る
よ
う
状

況
に
よ
り
、
自
己
防
衛
、
集
落
ぐ
る
み
対

策
、
広
域
連
係
な
ど
で
の
対
応
に
協
力
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

答答答答答答 問問問問問問

問問問問問問
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新
町
合
併
後
、
引
き
続
き
検
討
、

協
議
を
要
す
る
項
目
の
現
在
ま

で
の
経
緯
及
び
今
後
の
見
通
し

に
つ
い
て

合
併
後
の
定
例
会
の
質
問
の
中

で
、
ま
だ
明
解
な
回
答
を
得
て

い
な
い
次
の
四
点
、

①
区
長
の
身
分
に
つ
い
て
。

②
集
落
ぐ
る
み
町
民
指
標
活
動
支
援
事
業

の
暫
定
施
行
の
見
直
し
に
つ
い
て
。

③
下
水
道
使
用
料
金
及
び
加
入
金
の
地
域

格
差
是
正
に
つ
い
て
。

④
国
民
健
康
保
険
税
率
の
均
一
化
に
つ
い

て
。

　

以
上
の
項
目
に
つ
い
て
町
長
の
考
え
を

問
う
。（

町
長
）
①
に
つ
い
て
は
、
検
討

の
結
果
「
任
意
団
体
で
あ
る
自

治
会
の
長
」
と
し
て
統
一
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
本
年
度
か
ら
公
文
書
を
も
っ
て

町
行
政
へ
の
協
力
依
頼
を
す
る
こ
と
と
し

た
。

郷
土
史
料
館
活
動
事
業
及
び
文
化
伝
承
振

興
補
助
事
業
の
予
算
が
大
幅
に
減
額
又
は

廃
止
と
な
っ
て
い
る
が
そ
の
要
因
は

先
人
が
築
き
、
継
承
し
て
き
た

文
化
遺
産
は
、
郷
土
の
歴
史
、

文
化
に
対
す
る
正
し
い
理
解
と
先
人
へ
の

敬
愛
心
を
醸

じ
ょ
う

成せ
い

す
る
た
め
に
も
重
要
で
あ

り
、
ま
た
後
世
へ
の
保
護
、
継
承
を
図
る

こ
と
が
肝
要
で
あ
り
、
文
化
財
の
保
存
、

整
備
や
町
民
の
文
化
保
護
に
対
す
る
意
識

啓
発
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
。

（
教
育
長
）
郷
土
史
料
館
活
動
事

業
に
つ
い
て
は
、
隔
年
で
「
特

別
展
」
を
実
施
し
て
お
り
、昨
年
度
は
「
お

お
い
町
合
併
記
念
事
業
」
と
し
て
「
大
飯
・

名
田
庄
の
指
定
文
化
財
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
特
別
展
を
開
催
し
た
。
今
年
度
に
つ
い

て
は
江
戸
時
代
の
お
お
い
町
に
関
す
る
歴

史
的
な
資
料
を
集
め
た
企
画
展
を
計
画
し

て
お
り
、
事
業
費
は
昨
年
度
よ
り
減
額
に

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
文
化
伝
承
振
興
補

助
事
業
に
つ
い
て
は
昨
年
度
、
佐
分
利
地

区
の
地
域
伝
承
文
化
を
継
承
す
る
「
ば
ん

ば
踊
り
保
存
会
」
に
対
し
て
、
そ
の
活
動

経
費
の
一
部
を
助
成
し
た
も
の
で
あ
り
、

単
年
度
の
事
業
で
あ
っ
た
。

　

②
に
つ
い
て
は
、
こ
の
事
業
の
創
設
に

あ
た
っ
て
は
、
先
人
先
輩
の
血
の
に
じ
む

努
力
の
中
で
原
子
力
発
電
所
を
誘
致
し
、

そ
こ
か
ら
発
生
す
る
税
収
入
、
各
種
交
付

金
に
よ
り
町
財
政
の
健
全
化
が
図
れ
て
き

た
。

　

旧
町
村
独
自
の
特
異
性
の
あ
る
も
の
と

し
て
、
町
民
指
標
活
動
支
援
基
金
事
業
と

し
て
旧
地
域
に
引
継
ぎ
実
施
し
て
い
る
も

の
で
あ
る
こ
と
を
ご
理
解
願
い
た
い
。

　

ま
た
、
施
行
期
間
と
し
て
は
、
合
併
後

五
年
間
と
し
、こ
の
期
間
内
に
財
政
計
画
、

交
付
対
象
地
域
の
拡
充
、
交
付
基
準
の
見

直
し
、
あ
る
い
は
事
業
の
存
続
な
ど
も
含

め
、
議
会
、
区
長
会
の
皆
様
と
相
談
を
し

な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

　

③
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
「
上
下
水
道

料
金
制
度
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
、
自

家
用
水
の
調
査
等
も
含
め
、
平
成
二
十
一

年
度
か
ら
の
料
金
統
一
に
向
け
て
進
め
て

い
き
た
い
。

　

④
に
つ
い
て
は
、
国
保
税
の
税
率
は
、

固
定
資
産
税
額
が
算
定
根
拠
に
な
っ
て
お

り
、
平
成
二
十
一
年
度
か
ら
の
均
一
課
税

と
し
た
い
。

①
に
つ
い
て
、
委
嘱
、
任
命
等

近
隣
市
町
の
位
置
付
け
の
対
応

は
ど
う
か
。

（
町
長
）
委
嘱
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

等
自
治
体
の
考
え
方
に
よ
っ
て

さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。

福
井
県
市
町
総
合
事
務
組
合
の

公
務
災
害
補
償
に
区
長
は
加
入

し
て
い
る
か
。

（
総
務
課
長
）
全
区
長
六
十
三
名

が
加
入
し
て
い
る
。

②
に
つ
い
て
、
原
子
力
発
電
所

を
誘
致
し
た
事
情
、
町
づ
く
り

の
た
め
に
基
金
の
運
用
益
に
よ
り
こ
の
事

業
を
実
施
し
て
き
た
こ
と
は
理
解
で
き
る

が
、
町
民
指
標
も
新
し
く
制
定
さ
れ
る
こ

と
も
あ
り
、
来
年
度
か
ら
は
見
直
し
等
を

含
め
て
町
民
が
納
得
で
き
る
よ
う
に
進
め

て
ほ
し
い
。

（
町
長
）
暫
定
期
間
中
に
、
地
域

の
融
和
を
進
め
る
中
で
、
検
討

を
し
て
い
く
。

高
齢
者
、
交
通
弱
者
の
た
め
の

地
域
巡
回
車
の
運
行
に
つ
い
て

名
田
庄
地
区
の
国
道
沿
線
以
外

で
は
、
路
線
バ
ス
が
運
行
さ
れ

て
い
な
い
。
交
通
手
段
の
な
い
人
の
た
め

の
地
域
巡
回
車
の
運
行
は
検
討
が
な
さ
れ

て
い
る
か
、
ま
た
福
祉
バ
ス
の
運
行
回
数

は
増
便
で
き
る
の
か
伺
い
た
い
。

問問問問問問答答答答答答
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（
副
町
長
）
今
後
、「
お
お
い
町

地
域
生
活
交
通
活
性
化
協
議
会
」

に
お
い
て
取
り
上
げ
、
そ
の
結
果
を
反
映

す
る
。
福
祉
バ
ス
の
増
便
に
つ
い
て
は
、

今
後
ま
す
ま
す
高
齢
化
が
進
展
す
る
状
況

を
踏
ま
え
、
検
討
を
し
て
い
く
。

福
祉
バ
ス
の
利
用
状
況
に
つ
い

て
は
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か
。（

な
ご
み
保
健
課
長
）
昨
年
度
の

実
績
は
延
べ
利
用
者
一
、三
五
三

名
、一
回
十
九
名
の
利
用
と
な
っ
て
い
る
。

一
集
落
当
た
り
五
名
と
な
る
が
、

小
型
バ
ス
使
用
で
、
利
用
度
は

高
い
と
思
う
。
巡
回
車
の
検
討
結
果
が
出

る
ま
で
、
是
非
増
便
を
し
て
ほ
し
い
。

（
副
町
長
）
検
討
を
す
る
。

福祉バス「ふれあい号」

「
名
田
の
荘
郷
づ
く
り
拠
点
施
設

整
備
事
業
」
の
概
要
に
つ
い
て

本
年
度
の
主
要
施
策
の
ひ
と
つ

に
名
田
庄
久
坂
地
区
を
生
活
拠

点
核
と
し
て
地
区
整
備
を
計
画
さ
れ
て
い

る
が
、
ど
の
よ
う
な
施
設
を
造
ら
れ
る
予

定
か
。（

副
町
長
）「
生
き
る
力
を
醸か

も

し

出
す
人
づ
く
り
」
の
主
要
事
業

と
し
て
、
公
民
館
、
図
書
館
、
生
涯
学
習

ス
ペ
ー
ス
な
ど
の
教
育
・
文
化
施
設
や
総

合
事
務
所
の
機
能
も
含
め
た
施
設
を
計
画

し
て
い
る
。

本
年
度
の
計
画
と
、
完
成
時
期

の
見
通
し
は
。

（
副
町
長
）
本
年
度
は
、
建
設
検

討
委
員
会
の
設
置
、
用
地
交
渉
・

取
得
と
な
っ
て
お
り
、
完
成
は
二
〇
一
〇

年
を
目
標
と
し
て
い
る
。

建
設
計
画
は
、
行
政
主
体
で
は

な
く
利
用
者
の
意
見
を
取
り
入

れ
た
プ

※

ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
（
提
案
型
）
で

進
め
て
ほ
し
い
。
委
員
の
中
に
利
用
者
は

入
っ
て
い
る
か
。

（
新
町
計
画
室
長
）
委
員
の
中
に

は
、
利
用
者
も
入
っ
て
い
る
。

（
副
町
長
）
事
業
規
模
、
事
業
費

に
つ
い
て
も
計
画
を
進
め
る
中

で
、
議
会
に
報
告
、
相
談
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
。

現在の名田庄図書館

行
政
改
革
大
綱
の
具
体
的
な
推

進
に
つ
い
て

今
年
一
月
に
行
政
改
革
懇
話
会

の
答
申
を
受
け
て
、「
お
お
い
町

行
政
改
革
大
綱
」
が
示
さ
れ
た
。
別
途
作

成
さ
れ
た
「
集
中
プ
ラ
ン
」
を
基
本
と
し

て
、
地
方
分
権
と
行
政
運
営
シ
ス
テ
ム
変

革
時
代
の
到
来
に
対
応
で
き
る
仕
組
み
と

し
て
期
待
で
き
る
と
考
え
る
。

　

行
政
改
革
と
機
構
改
革
の
目
標
を
視
点

で
捉
え
た
①
地
方
分
権
時
代
に
対
応
で
き

る
職
員
の
育
成
②
行
財
政
の
健
全
化
と
事

務
事
業
の
再
編
整
理
③
住
民
に
開
か
れ
た

行
政
組
織
と
行
財
政
の
効
率
化
④
少
子
高

齢
化
社
会
に
対
応
し
た
政
策
運
営
に
つ
い

て
、
こ
れ
ら
の
方
針
の
根
幹
と
狙
い
に
つ

い
て
考
え
を
伺
う
。

（
町
長
）
①
地
方
分
権
時
代
の
対

応
と
職
員
の
育
成
を
基
本
と
し

て
、
従
来
か
ら
国
、
県
か
ら
の
指
導
に
よ

る
行
政
運
営
か
ら
、
地
方
自
治
体
自
ら
の

責
任
に
お
い
て
行
政
を
運
営
し
判
断
を
し

問問問問問問 答答答答答答答答答答答答問問問問問問

問問問問問問答答答答答答問問問問問問答答答答答答問問問問問問答答答答答答

小川　宗一

問問問問問問答答答答答答

答答答答答答

答答答答答答※
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

　

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
と
は
、
建
築
設
計

を
委
託
す
る
う
え
で
、
も
っ
と
も
適
し
た

「
設
計
者
（
人
）」
を
選
ぶ
方
式
で
す
。

　

技
術
力
や
経
験
、
計
画
さ
れ
た
事
業
に

望
む
体
制
な
ど
を
含
め
た
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

（
提
案
書
）
の
提
出
を
求
め
、
公
正
に
評

価
し
て
設
計
者
を
選
ぶ
方
式
で
す
。

　

発
注
者
が
要
求
す
る
性
能
・
品
質
の
建

築
物
を
実
現
す
る
方
式
に
は
、
そ
の
他

に
「
設
計
競
技
（
コ
ン
ペ
）
方
式
」
が
あ

り
ま
す
が
、「
コ
ン
ペ
方
式
」
は
、
最
も

す
ぐ
れ
た
「
設
計
案
」
を
選
ぶ
方
式
で
あ

る
の
に
対
し
て
、「
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
」

で
は
、
最
も
適
し
た
「
設
計
者
（
人
）」

を
選
定
し
ま
す
。

　

こ
の
方
式
で
は
、
具
体
的
な
設
計
を
設

計
者
と
発
注
者
が
協
働
作
業
に
よ
り
進
め

る
こ
と
で
、
質
の
高
い
建
築
設
計
が
可
能

と
な
り
ま
す
。
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て
い
く
能
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

町
の
施
策
を
形
成
し
て
い
く
職
員
個
々
の

政
策
形
成
能
力
の
育
成
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
今
後
、
他
団
体
と
の
職
員

交
流
の
促
進
や
、
職
員
研
修
の
充
実
を
図

る
な
ど
に
よ
り
職
員
の
資
質
の
向
上
に
努

め
る
。

　

②
意
識
の
高
揚
が
も
た
ら
す
「
も
っ
た

い
な
い
精
神
を
涵か

ん

養よ
う

し
な
が
ら
」
と
い
う

言
葉
を
引
用
し
て
、
こ
の
視
点
を
持
ち
な

が
ら
、
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
生

み
出
す
事
を
目
的
に
、
行
財
政
の
健
全
化

を
維
持
し
て
い
く
と
と
も
に
、
コ
ス
ト
意

識
を
持
っ
た
行
政
運
営
に
心
が
け
る
。
具

体
的
に
は
、
事
務
事
業
の
見
直
し
と
経
費

負
担
の
適
正
化
、
指
定
管
理
者
制
度
の
運

用
と
民
間
委
託
の
推
進
、
電
子
自
治
体
の

推
進
な
ど
を
進
め
て
い
く
。

　

③
住
民
が
声
を
掛
け
や
す
い
、
住
民
が

わ
か
り
や
す
い
組
織
体
系
、
住
民
と
の
情

報
を
共
有
し
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
行

う
。
行
政
組
織
の
見
直
し
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
育
成
・
強
化
を
進
め
る
。

④
少
子
高
齢
化
社
会
の
対
応
で
、
出
産
率

が
低
下
し
、
団
魂
の
世
代
が
高
齢
化
を
迎

え
、
今
ま
で
の
人
工
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
か
ら
は

大
き
く
変
化
し
た
。
新
た
な
社
会
構
造
を

持
っ
た
時
代
が
到
来
し
て
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
も
社
会
の
変
化
を
的
確
に
と
ら
え
て
、

新
た
な
施
策
を
展
開
す
る
。
具
体
的
に
は

健
康
寿
命
の
延
伸
に
向
け
た
総
合
的
取
り

組
み
、
子
育
て
し
や
す
い
環
境
の
創
設
、

定
住
化
・
人
口
増
へ
向
け
た
取
り
組
み
な

ど
を
進
め
る
。

おおい町行政改革大綱

自
然
環
境
保
全
活
動
へ
の
今
後

の
取
り
組
み
に
つ
い
て

今
ま
さ
に
地
球
は
悲
鳴
を
あ
げ

て
い
る
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
、
急

激
な
地
球
温
暖
化
が
進
ん
で
い
る
。
地
球

環
境
の
問
題
は
後
送
り
す
る
問
題
で
は
な

く
、
一
人
一
人
が
環
境
に
関
し
て
小
さ
な

事
を
真
剣
に
取
り
組
む
時
代
に
来
て
い
る

と
考
え
る
が
、
自
然
環
境
の
限
ら
れ
た
原

風
景
を
永
遠
に
残
す
環
境
保
全
監
視
活
動

等
の
町
全
体
の
仕
組
み
と
計
画
が
あ
る
の

か
伺
う
。（

副
町
長
）
お
お
い
町
は
、海
・
山
・

川
の
原
風
景
を
抱
い
た
風
光
明

媚
な
町
で
あ
り
、
今
後
と
も
、
こ
の
素
晴

ら
し
い
風
景
や
住
環
境
を
継
承
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
現
在
は
町
全
体
の

活
動
は
未
策
定
で
あ
る
が
、
今
は
暫
定
的

に
名
田
庄
エ
リ
ア
の
み
に
環
境
保
全
監
視

委
員
に
よ
る
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。

　
「
名
田
の
荘
郷
づ
く
り
構
想
」
か
ら
発

展
し
て
き
た
活
動
で
通
称
「
名
田
庄
環
境

四
条
例
」
と
言
っ
て
お
り
、
合
併
後
新
た

な
策
定
を
行
い
、
町
全
体
に
適
用
さ
せ
る

こ
と
に
し
て
い
る
。
現
在
、
新
町
の
総
合

計
画
を
策
定
中
で
あ
り
、
環
境
保
全
活
動

へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う

な
形
が
町
に
ふ
さ
わ
し
い
の
か
な
ど
、
今

後
鋭
意
検
討
を
行
い
、
具
現
化
に
向
け
て

進
め
て
い
く
。

複
合
型
交
流
施
設
の
今
後
の
取

り
組
み
に
つ
い
て

時
代
は
大
き
な
変
貌
を
し
て
い

る
中
で
、
複
合
型
交
流
施
設
を

Ｐ
※

Ｆ
Ｉ
方
式
に
よ
っ
て
管
理
を
さ
せ
よ
う

と
し
て
い
る
が
、
官
・
民
の
役
割
分
担
の

よ
り
明
確
な
仕
組
み
、手
法
が
あ
る
の
か
。

（
町
長
）こ
の
事
業
の
特
色
は「
官

民
の
役
割
分
担
」
と
、
事
業
の

実
施
・
運
営
に
際
し
、「
リ
ス
ク
分
担
」
を
、

明
確
に
す
る
事
に
あ
る
。
リ
ス
ク
は
す
べ

て
事
業
契
約
の
中
で
明
記
し
、
定
期
的
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
い
、
そ
の
結
果
、
サ
ー

ビ
ス
水
準
に
適
合
し
て
い
な
い
こ
と
が
判

明
す
れ
ば
改
善
策
を
講
じ
る
な
ど
の
処
置

を
行
っ
て
い
く
。

PFI方式を採用する複合型交流施設（イメージ図）

問問問問問

答答答答答答問問問問問問

答答答答答答※
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式

　
「

Ｐ
Ｆ
Ｉ
（P

rivate Finance 

Initiative

：
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
フ
ァ
イ

ナ
ン
ス
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
）」
と
は
、

公
共
施
設
等
の
建
設
、
維
持
管
理
、
運
営

等
を
民
間
の
資
金
、
経
営
能
力
及
び
技
術

的
能
力
を
活
用
し
て
行
う
方
式
で
す
。

　

民
間
の
資
金
、
経
営
能
力
、
技
術
的
能
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う
み
ん
ぴ
あ
大
飯
の
現
在
の
状
況

と
今
後
の
進
行
状
況
に
つ
い
て

①
四
月
一
日
に
マ
リ
ー
ナ
が

オ
ー
プ
ン
し
た
が
、
契
約
状
況

は
ど
う
い
っ
た
状
態
か
。

②
今
後
の
見
と
お
し
に
つ
い
て
は
。

③
水
上
バ
イ
ク
や
ウ
ィ
ン
ド
サ
ー
フ
ィ
ン

な
ど
の
発
着
場
を
設
け
て
マ
リ
ン
ス

ポ
ー
ツ
の
交
流
人
口
を
増
や
す
計
画
は

あ
る
か
。

④
複
合
型
交
流
施
設
を
建
設
す
る
業
者
と

の
話
、
関
係
官
庁
と
の
話
は
ど
う
進
ん

で
い
る
の
か
。

①
海
上
係
留
で
ボ
ー
ト
三
隻
、

ヨ
ッ
ト
三
隻
の
計
六
隻
、
陸
上

保
管
で
ボ
ー
ト
八
隻
と
な
っ
て
い
る
。

　

②
オ
ー
ナ
ー
の
施
設
見
学
者
は
多
数
あ

る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
運
営
事
業
者
の

ベ
ル
ポ
ー
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
も
懸
命
に
Ｐ
Ｒ

に
努
め
て
い
る
の
で
、
今
後
も
徐
々
に
増

え
て
い
く
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

　

③
マ
リ
ー
ナ
施
設
の
区
域
内
で
は
、
発

着
場
を
設
け
る
計
画
は
持
っ
て
い
な
い

が
、
こ
れ
ま
で
、
う
み
ん
ぴ
あ
大
飯
に
お

い
て
、ボ
ー
ド
ウ
ォ
ー
ク
や
街
路
灯
な
ど
、

景
観
形
成
工
事
を
国
の
補
助
で
実
施
し
て

き
て
い
る
が
、
そ
の
採
択
条
件
と
し
て
、

ビ
ー
チ
ク
ラ
ブ
を
立
ち
上
げ
る
な
ど
、
ソ

フ
ト
事
業
の
実
施
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

る
の
で
、
こ
の
六
月
議
会
に
お
い
て
ク
ラ

ブ
の
育
成
推
進
に
向
け
て
所
要
の
予
算
を

計
上
さ
せ
て
頂
い
た
。

　

④
福
井
県
が
う
み
ん
ぴ
あ
大
飯
で
の
事

業
を
「
お
お
い
町
地
域
活
性
化
計
画
」
と

し
て
、
経
済
産
業
省
に
申
請
し
、
本
年
二

月
に
原
子
力
発
電
施
設
等
立
地
地
域
特
別

交
付
金
事
業
と
し
て
採
択
を
受
け
、
本
町

に
総
額
二
十
五
億
円
が
交
付
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
内
、
複
合
型
交
流

施
設
の
建
設
費
に
対
し
二
十
億
五
千
万
円

を
充
当
し
、
運
営
も
含
め
た
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業

の
全
体
事
業
費
は
約
五
十
億
六
千
万
円
と

な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
事
業
予
定
者
と
は
現
在
事
業
運

営
の
指
針
と
な

る
要
求
水
準
書

の
変
更
作
業
を

行
い
、
既
に
出

さ
れ
て
い
る
事

業
提
案
内
容
と

の
整
合
を
図
っ

て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

ゴ
ミ
袋
の
有
料
化
に
つ
い
て

先
に
開
か
れ
た
三
月
議
会
で
も

質
問
し
た
が
、
そ
の
後
検
討
さ

れ
た
の
か
。

旧
大
飯
町
に
お
い
て
は
平
成
四

年
か
ら
原
子
力
立
地
地
域
等
に

交
付
さ
れ
る
広
報
・
安
全
等
対
策
交
付
金

を
充
て
、
原
子
力
広
報
用
と
し
て
の
分
別

ゴ
ミ
袋
を
各
家
庭
に
無
料
配
布
す
る
こ
と

新谷　欣也

問問問問問問

答答答答答答

４月にオープンしたマリーナ施設

答答答答答答

問問問問問問

に
よ
り
、
住
民
一
人
一
人
に
リ
サ
イ
ク
ル

へ
の
意
識
改
革
に
努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
合
併
後
の
昨
年
度
に
、
名
田
庄
地

域
に
対
し
て
も
同
様
に
、
原
子
力
広
報
用

の
ゴ
ミ
袋
を
無
料
配
布
し
啓
発
を
お
こ

な
っ
て
き
た
が
、
国
か
ら
の
、
今
後
ゴ
ミ

袋
を
広
報
媒
体
と
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ

な
い
と
の
決
定
に
よ
り
、
今
後
の
方
針
と

し
て
資
源
用
の
ゴ
ミ
袋
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
す
る
と
い
う

観
点
か
ら
一
般
財
源
、
い
わ
ゆ
る
税
金
を

充
て
て
限
定
な
が
ら
無
料
に
て
配
布
を
行

う
が
、
燃
え
る
ゴ
ミ
と
そ
の
他
不
燃
物
の

袋
に
つ
い
て
は
、
無
料
の
配
布
を
取
り
や

め
、
焼
却
、
埋
め
立
て
す
る
た
め
の
収
集

費
用
の
一
部
と
し
て
、
一
枚
二
十
円
の
手

数
料
、
つ
ま
り
実
費
相
当
の
ゴ
ミ
袋
代
を

負
担
し
て
頂
く
こ
と
と
し
た
。

無料配布が終了するゴミ袋

力
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
や
地
方

公
共
団
体
等
が
直
接
実
施
す
る
よ
り
も
効

率
的
か
つ
効
果
的
に
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
で
き
る
事
業
に
つ
い
て
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式

で
実
施
し
ま
す
。

　

Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
の
導
入
に
よ
り
、
国
や
地

方
公
共
団
体
の
事
業
コ
ス
ト
の
削
減
、
よ

り
質
の
高
い
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目

指
し
ま
す
。

　

英
国
な
ど
海
外
で
は
、
既
に
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式

に
よ
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
実
施
さ
れ

て
お
り
、
有
料
橋
、
鉄
道
、
病
院
、
学
校
な

ど
の
公
共
施
設
等
の
整
備
、
再
開
発
な
ど
の

分
野
で
成
果
を
収
め
て
い
ま
す
。
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町
長
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
つ
い
て

先
の
町
長
選
挙
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

に
お
い
て
「
地
域
の
融
和
を
進

め
、
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
均
衡

あ
る
福
祉
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。」
と

さ
れ
、
そ
の
具
体
化
の
た
め
に
「
町
民
の

声
を
聞
き
う
け
て
、
福
祉
・
教
育
・
イ
ン

フ
ラ
整
備
等
の
地
域
間
格
差
の
早
期
是
正

に
向
け
て
ま
い
進
す
る
。」
こ
と
を
明
言

さ
れ
た
が
、そ
の
取
り
組
む
姿
勢
と
決
意
、

具
体
案
に
つ
い
て
伺
う
。

（
町
長
）
格
差
是
正
に
つ
い
て
は

両
地
域
に
習
慣
や
歴
史
的
背
景

に
も
と
づ
き
決
定
し
て
い
る
こ
と
も
十
分

理
解
し
た
う
え
で
、
合
併
協
議
で
決
め
ら

れ
た
三
年
な
い
し
五
年
を
目
途
と
い
っ
た

こ
と
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
保
育
料

の
統
一
を
一
年
早
め
た
よ
う
に
一
日
も
早

い
格
差
の
是
正
と
両
地
域
の
融
和
を
図
り

た
い
と
強
く
考
え
て
い
る
。

配布されたマニフェスト

う
み
ん
ぴ
あ
大
飯
計
画
に
つ
い
て

こ
の
計
画
は
、
昭
和
六
十
一
年

運
輸
省
港
湾
局
が
総
合
的
な
海

洋
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
基
地
を
整
備
す
る

目
的
で
打
ち
出
し
た
「
コ
ー
ス
タ
ル
リ

ゾ
ー
ト
整
備
構
想
」
に
そ
の
端
を
発
し
て

い
る
も
の
で
あ
り
、当
時
の
経
済
情
勢
や
、

海
洋
レ
ジ
ャ
ー
を
取
り
巻
く
環
境
に
つ
い

て
も
計
画
時
と
は
隔か

く

世せ
い

の
感
が
あ
る
が
、

町
長
は
去
る
四
月
二
十
四
日
付
の
福
井
新

聞
紙
上
に
お
い
て
、
う
み
ん
ぴ
あ
計
画
の

基
本
的
推
進
の
立
場
と
合
わ
せ
て
、
コ
ス

ト
の
削
減
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
と

表
明
さ
れ
て
い
る
。
町
民
の
最
大
関
心
事

の
ひ
と
つ
で
あ
る
本
事
業
の
投
資
効
果
と

コ
ス
ト
削
減
計
画
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

認
識
さ
れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
十
五
年
に

も
及
ぶ
長
期
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
展
開
に
お
け
る

公
費
負
担
の
追
加
や
契
約
事
業
者
の
撤
退

等
の
リ
ス
ク
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
に
つ

い
て
は
ど
う
考
え
て
お
ら
れ
る
の
か
。

（
町
長
）
こ
の
計
画
は
原
子
力
立

地
の
集
大
成
と
し
て
、
優
れ
た

自
然
環
境
を
生
か
し
な
が
ら
、
若
者
の
定

住
化
に
寄
与
す
る
魅
力
あ
る
職
場
作
り

や
、
高
齢
化
社
会
を
支
え
る
基
盤
づ
く
り

と
し
て
の
総
合
的
な
開
発
を
目
指
す
も
の

で
あ
り
、完
成
後
は
交
流
人
口
の
増
加
や
、

企
業
誘
致
に
も
拍
車
が
か
か
り
、
雇
用
の

拡
大
等
の
事
業
効
果
を
期
待
し
て
い
る
。

　

コ
ス
ト
削
減
に
つ
い
て
は
、
マ
リ
ー
ナ

施
設
は
本
年
よ
り
運
営
委
託
料
の
支
出
は

し
な
い
こ
と
や
、
複
合
型
交
流
施
設
に
つ

い
て
も
十
五
年
間
維
持
管
理
を
含
め
た
Ｐ

Ｆ
Ｉ
事
業
と
す
る
こ
と
で
、
従
来
の
行
政

主
導
か
ら
す
れ
ば
相
当
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン

が
図
れ
る
。
ま
た
、
こ
ど
も
家
族
館
に
つ

い
て
は
、
福
井
県
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き

な
が
ら
運
営
コ
ス
ト
を
下
げ
る
方
向
で
検

討
を
し
て
い
る
。
ま
た
リ
ス
ク
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
は
公
費

負
担
を
し
な
い
事
、
事
業
不
振
に
と
も
な

う
事
業
者
の
撤
退
に
つ
い
て
は
契
約
不
履

行
に
よ
る
損
害
賠
償
が
発
生
す
る
。
そ
の

よ
う
な
こ
と
の
無
い
よ
う
、
町
と
し
て
も

健
全
な
運
営
に
注
意
を
払
っ
て
い
く
。

平
成
元
年
に
は
百
か
ら
百
五
十

人
の
雇
用
を
見
込
ん
で
お
ら
れ

た
が
、
現
時
点
で
の
新
規
雇
用
予
定
数
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

（
町
長
）
七
十
名
の
雇
用
創
出
を

予
定
し
て
い
る
。

事
業
不
振
や
破
綻
に
対
す
る
対

策
が
契
約
不
履
行
に
対
す
る
損

害
賠
償
だ
け
と
は
、
い
か
に
も
不
備
だ
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

（
総
合
開
発
室
長
）
定
期
、
随

時
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
い

チ
ェ
ッ
ク
す
る
と
と
も
に
、
必
要
が
あ
れ

ば
、
業
務
改
善
命
令
等
を
発
動
し
事
業
不

振
を
招
か
な
い
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
。

経
済
産
業
省
よ
り
本
事
業
が
破

綻
し
た
場
合
、
お
お
い
町
分
の

電
源
立
地
交
付
金
・
税
に
つ
い
て
福
井
県

へ
の
交
付
打
ち
切
り
も
あ
り
う
る
と
仄そ

く

聞ぶ
ん

し
た
が
、
そ
の
真
偽
は
。

（
総
合
開
発
室
長
）
成
功
裏
に
導

く
よ
う
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で

ほ
し
い
と
の
意
味
で
叱し

っ

咤た

激げ
き

励れ
い

さ
れ
た
と

理
解
し
て
い
る
。

（
指
摘
）
次
世
代
を
担
う
人
た
ち

に
負
の
財
産
を
引
き
継
ぐ
こ
と

の
無
い
よ
う
退
く
勇
気
も
ま
た
進
む
勇
気

に
勝
る
英
断
だ
と
考
え
る
。
電
源
立
地
特

中塚　　寛
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別
交
付
金
の
採
択
に
つ
い
て
、
資
源
エ
ネ

ル
ギ
ー
庁
外
部
審
査
会
に
お
い
て
様
々
の

指
摘
を
受
け
た
こ
と
な
ど
、
関
連
す
る
情

報
の
共
有
を
し
っ
か
り
行
っ
た
う
え
で
精

査
・
議
論
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
指
摘
す

る
。

原
子
力
行
政
の
問
題
に
つ
い
て

①
原
子
力
規
制
行
政
は
、
原
子

力
発
電
を
推
進
す
る
立
場
で
あ

る
経
済
産
業
省
か
ら
独
立
し
た
規
制
機

関
を
確
立
す
る
よ
う
要
求
す
べ
き
だ
と

思
う
が
ど
う
か
。

②
老
朽
化
し
た
原
子
力
発
電
所
の
定
期
検

査
間
隔
の
延
長
や
検
査
日
数
の
短
縮

は
、
安
全
性
向
上
か
ら
逆
行
す
る
動
き

と
考
え
る
が
今
後
の
具
体
的
な
行
動
に

つ
い
て
問
う
。

③
原
子
力
発
電
所
の
直
下
型
で
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
六
・
五
の
地
震
を
基
準
と
し

て
い
る
が
耐
震
設
計
上
、
問
題
が
な
い

か
。（

町
長
）①「
原
子
力
安
全
保
安
院
」

が
特
別
な
機
関
と
し
て
独
立
し
た

意
思
決
定
を
行
っ
て
い
る
。町
と
し
て
は
、

国
の
取
り
組
み
と
事
業
者
へ
の
対
応
を
注

視
し
て
い
き
た
い
。

　

②
定
期
検
査
に
つ
い
て
は
、「
検
査
の

あ
り
方
に
関
す
る
検
討
会
」が
設
置
さ
れ
、

原
子
力
発
電
施
設
及
び
核
燃
料
サ
イ
ク
ル

施
設
の
検
査
制
度
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
て

い
る
。
新
制
度
で
は
運
転
中
、
停
止
中
を

問
わ
な
い
検
査
や
、
事
故
・
ト
ラ
ブ
ル
の

根
本
分
析
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
が
整
備
さ

れ
る
と
聞
い
て
い
る
。

　

作
業
効
率
の
優
先
に
よ
り
安
全
性
が
軽

視
さ
れ
な
い
よ
う
、
地
域
住
民
が
安
心
で

き
る
、
安
全
安
定
運
転
の
実
績
を
示
す
こ

と
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

　

③
「
新
耐
震
指
針
」
は
昨
年
九
月
に
改

正
さ
れ
、
活
断
層
調
査
は
八
万
年
か
ら

十
三
万
年
前
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
最
新
技
術

を
導
入
し
、
震
源
を
特
定
せ
ず
過
去
の
地

震
観
測
記
録
な
ど
に
基
づ
き
発
電
所
ご
と

に
設
置
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

行
政
改
革
大
綱
の
問
題
あ
る

内
容
に
つ
い
て

行
政
改
革
を
進
め
る
た
め
に
、

集
落
懇
談
会
等
を
開
催
す
る
考

え
は
な
い
か
。
ま
た
、
具
体
的
な
実
施
事

項
の
中
で
①
職
員
の
海
外
・
長
期
研
修
②

Ｉ

※

Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
の
認
証
取
得
③
上
下
水

道
の
料
金
体
系
の
統
一
と
見
直
し
④
職
員

の
定
員
削
減
と
早
期
退
職
制
度
⑤
税
金
等

滞
納
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
制
限
は
職
員
の
任

務
放
棄
で
は
な
い
か
⑥
小
中
学
校
調
理
施

設
の
一
元
化
⑦
就
学
前
幼
児
に
対
す
る
保

育
・
教
育
環
境
等
の
検
討
に
つ
い
て
の
所

見
を
問
う
。

（
副
町
長
）
行
政
改
革
を
進
め
る

上
で
、
住
民
の
皆
様
の
負
担
が

発
生
す
る
場
合
も
あ
り
得
る
が
、
そ
の
際

に
は
集
落
懇
談
会
を
開
催
す
る
。

　

①
総
合
的
に
能
力
と
資
質
の
向
上
を
図

る
た
め
必
要
で
あ
る
。

　

②
費
用
の
点
か
ら
も
考
え
て
い
な
い

が
、
誰
も
が
等
し
く
、
正
確
に
住
民
サ
ー

ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
基
本
的
理
念
は
参
考

に
し
て
、
行
政
運
営
に
取
り
組
み
た
い
。

　

③
平
成
二
十
一
年
度
の
料
金
統
一
に
向

け
、
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
そ
の
結
果

を
踏
ま
え
て
改
定
を
行
う
。

猿橋　　巧
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整備中のうみんぴあ大飯用地の利用計画
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関西電力大飯発電所
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④
定
員
適
正
化
計
画
、
人
件
費
抑
制
の

観
点
か
ら
も
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
定

員
削
減
に
よ
る
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
が

発
生
し
な
い
よ
う
職
員
の
新
陳
代
謝
を
促

進
し
、
組
織
の
活
性
化
を
図
る
手
段
の
ひ

と
つ
と
し
て
考
え
る
。

　

⑤
受
益
と
負
担
の
適
正
化
を
推
進
す
る

原
則
を
徹
底
す
る
考
え
か
ら
、
町
職
員
の

任
務
放
棄
に
つ
な
が
る
と
は
考
え
な
い
。

　

⑥
少
子
化
が
進
展
し
、
児
童
、
生
徒
数

が
減
少
す
る
中
で
検
討
し
て
い
く
必
要
に

迫
ら
れ
て
お
り
、
食
育
推
進
の
観
点
か
ら

即
、
一
元
化
が
望
ま
し
い
か
は
検
討
を
重

ね
て
い
く
。

　

⑦
全
国
的
に
も
「
幼
保
一
元
化
」
の
取

り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
る
中
で
、
福
祉
行

政
と
教
育
行
政
の
両
面
か
ら
検
討
に
値
す

る
も
の
で
あ
る
。

う
み
ん
ぴ
あ
大
飯
事
業
の
あ
り

方
と
今
後
の
見
直
し
に
つ
い
て

複
合
型
交
流
施
設
、
マ
リ
ー
ナ

施
設
、
こ
ど
も
家
族
館
の
運
営

を
こ
の
ま
ま
推
進
し
て
い
く
こ
と
は
、
町

の
財
政
計
画
等
に
非
常
に
危
険
だ
と
思
う

が
、
現
時
点
で
の
計
画
や
方
針
を
問
う
。

（
町
長
）
い
ず
れ
の
施
設
も
う
み

ん
ぴ
あ
大
飯
の
活
性
化
に
欠
か

せ
な
い
施
設
で
あ
り
、
町
民
の
皆
様
方
の

ご
理
解
と
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
今
後
も

関
係
各
位
と
連
携
を
密
に
し
て
、
当
初
の

計
画
ど
お
り
進
め
た
い
。

　

マ
リ
ー
ナ
施
設
は
、
昨
年
四
月
か
ら
指

定
管
理
者
制
度
に
よ
り
、
民
間
事
業
者
に

施
設
の
管
理
、
運
営
を
委
託
し
て
お
り
、

こ
の
四
月
か
ら
本
格
的
に
運
営
を
行
っ
て

い
る
。
現
在
、
海
上
係
留
と
し
て
百
四
隻

の
バ
ー
ス
、
陸
上
保
管
で
七
十
隻
分
の

ボ
ー
ト
ヤ
ー
ド
整
備
し
て
お
り
、
早
い
段

階
で
多
く
の
契
約
を
取
っ
て
、
順
調
な
運

営
を
期
待
し
て
い
る
。

　

こ
ど
も
家
族
館
に
つ
い
て
は
、
県
が
今

年
一
月
に
工
事
に
着
手
し
、
建
物
、
展
示

物
、
周
辺
整
備
を
含
め
、
来
年
六
月
末
完

成
予
定
で
あ
る
。
本
年
度
中
に
運
営
ス

タ
ッ
フ
を
採
用
し
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
作

成
や
、
館
全
体
の
運
営
体
制
を
立
ち
上
げ

る
予
定
で
あ
る
。

　

な
お
、
運
営
費
に
つ
い
て
は
、
県
の
支

援
も
い
た
だ
き
な
が
ら
、
極
力
コ
ス
ト
消

滅
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

　

複
合
型
交
流
施
設
に
つ
い
て
は
、現
在
、

事
業
運
営
の
指
針
と
な
る
要
求
水
準
書
の

変
更
作
業
に
伴
い
、
事
業
者
か
ら
出
さ
れ

て
い
る
提
案
内
容
と
の
整
合
を
図
っ
て
い

る
段
階
で
あ
る
。

　

ま
た
、
雇
用
計
画
で
あ
る
が
、
三
つ
の

施
設
で
七
十
名
程
度
の
雇
用
が
あ
る
も
の

と
期
待
し
て
お
り
、
施
設
稼
動
後
、
企
業

誘
致
が
進
む
こ
と
に
よ
り
更
に
新
た
な
雇

用
が
発
生
す
る
も
の
と
思
っ
て
い
る
。

　

企
業
誘
致
を
進
め
て
い
る
マ
リ
ン
ワ
ー

ル
ド
株
式
会
社
と
し
て
は
、
レ
ジ
ャ
ー
、

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
含
め
た
サ
ー
ビ
ス
産
業

等
の
企
業
誘
致
を
求
め
て
い
る
が
、
現
在

整
備
を
進
め
て
い
る
集
客
魅
力
施
設
と
全

く
関
連
性
の
な
い
よ
う
な
企
業
誘
致
は
考

え
て
い
な
い
。

問問問問問問答答答答答答

こども家族館 マリーナ施設複合型交流施設
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効
果
的
な
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
と
な
る
枠
組
み
を
提
供
す
る
た
め
に
開

発
さ
れ
た
一
連
の
規
格
を
表
す
総
称
で
、

品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
、
経
営
者

の
責
任
、
資
源
の
管
理
、
製
品
の
実
現
、

測
定
分
析
及
び
改
善
の
各
部
門
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
を
採
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、
従
業
員
の
責
任
・
義
務
・
品
質
に
関

す
る
意
識
の
向
上
、
顧
客
の
満
足
度
の
向

上
、
利
益
率
の
改
善
、
コ
ス
ト
の
消
滅
等

を
図
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。
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第３回臨時会（平成19年5月9日）
件　　　　　名 内　　　　　容 審議結果

正副議長の選挙について 当選人：議長　寺澤繁夫、副議長　小野泰孝 執　　行
おおい町議会委員会条例の一部改正について【議員発議】 組織改編及び地方自治法の改正に伴う改正を行うもの 原案可決
おおい町議会会議規則の一部改正について【議員発議】 地方自治法の改正に伴う改正を行うもの 原案可決

常任委員会委員の選任について 総務常任委員会委員8名及び産業建設常任委員会委員
6名を選任するもの 選　　任

議会運営委員会委員の選任について 議会運営委員会委員6名を選任するもの 選　　任
嶺南広域行政組合議会議員の選挙について 当選人：寺澤繁夫、浜田勝美 執　　行
若狭消防組合議会議員の選挙について 当選人：松井榮治、小川宗一 執　　行
公立小浜病院組合議会議員の選挙について 当選人：中塚寛、森内正美 執　　行
福井県後期高齢者医療広域連合議会議員の選挙について 当選人：寺澤繁夫 執　　行
原子力発電対策特別委員会設置に関する決議について
【議員発議】

原子力発電に関する調査等を行うための特別委員会を設
置するもの 原案可決

挙原揚水発電対策特別委員会設置に関する決議について
【議員発議】

挙原揚水発電に関する調査等を行うための特別委員会を
設置するもの 原案可決

おおい町農業委員の推薦について 推薦人：新谷欣也、森内正美 推　　薦

専決処分の承認を求めることについて
おおい町税条例の一部改正について 承　　認
おおい町国民健康保険税条例の一部改正について 承　　認
一般会計補正予算（第1号）について 承　　認

おおい町教育委員会委員の任命について 田中徹氏及び杉左近孝夫氏を任命するもの 同　　意
おおい町監査委員の選任について 中川忠彦を選任するもの 同　　意
常任・特別・議会運営委員会の閉会中の継続調査について 閉会中の委員会活動を求めるもの 承　　認

第4回臨時会（平成19年5月23日）
件　　　　　名 内　　　　　容 審議結果

工事請負契約の締結について 光ケーブル加入者引込等工事 原案可決
動産の取得について 通信用光送受信端末 原案可決

第5回定例会（平成19年6月21日～平成19年6月25日）
件　　　　　名 内　　　　　容 審議結果

平成18年度おおい町一般会計繰越明許費繰越計算書外
11件

地方自治法の規定により、町が出資している団体の経営
状況等について報告を受けるもの 報　　告

予算区分 会　計　区　分 補　正　額 補正後の額 審議結果

平成19年度
補 正 予 算

一般会計（第2号） 231,502千円 10,121,829千円 原案可決
一般会計（第3号） 49,933千円 10,171,762千円 原案可決
老人医療事業特別会計（第１号） 5,496千円 1,022,668千円 原案可決
簡易水道事業特別会計（第１号） 102,933千円 350,478千円 原案可決

件　　　　　名 内　　　　　容 審議結果
おおい町国民健康保険税条例の一部改正について 課税標準の確定に伴い、税率の改正を行うもの 原案可決
おおい町ケーブルネットワーク施設の設置及び管理に関
する条例の一部改正について ネットワーク施設の加入に要する負担について定めるもの 原案可決

おおい町有線放送運営審議会条例の一部改正について ケーブルネットワーク施設の業務運営の適正化を図るもの 原案可決
おおい町保健・医療・福祉総合施設の設置及び管理に関
する条例の一部改正について 介護保険制度の改正により、利用料の算定根拠を改めるもの 原案可決

おおい町国民健康保険診療所使用料等条例の一部改正に
ついて 介護保険制度の改正により、使用料の算定根拠を改めるもの 原案可決

工事請負契約の締結について
保健・医療・福祉総合施設第3期整備工事 原案可決
いきいき長寿村整備工事 原案可決

土地の取得について 本郷地区簡易水道本郷配水池整備事業用地 原案可決
森林の整備、林業・林産業の振興に関する意見書の提出
について【議員発議】

森林の整備、林業・林産業の振興を求める意見書を提出
するもの 原案可決

飲酒運転根絶に関する決議【議員発議】 飲酒運転根絶の意識浸透を図るため決議を行うもの 原案可決
食料・農業・農村政策に関する意見書の提出について
【議員発議】

農業者が自信と誇りをもって農業に勤しめる政策の構築
を求める意見書を提出するもの 原案可決

議員派遣 町議会議員研修会 派　　遣

平成19年第3回臨時会、第4回臨時会及び第5回定例会の審議結果は次の通りでした。

議 案 審 議 結 果



大島の定置網漁業
　　　　　有限会社大島定置網  社長　小西昌弘
　おおい町が誇る自然のひとつに｢海｣があり、大島は
その昔から半島特有の文化を誕生させ、育み、今も
守り続けています。
　日常の生活は、漁業を中心として生き続けて来た
歴史があり、現在もかたちを変えて活躍をしてい
るのが定置網の漁法です。
　定置網の漁場は、添 (そえ )と髻 (もとどり )の
二ヶ所で、漁をするのは四月から十月項までで、天
候の状態や越前クラゲの出現などで早く終わること
もあります。
　魚はそのときの季節折々のものが上がり、サワラ、
タイ、トビウオ、ハマチ、ブリ、アジ、イカ、シイラ、カジキ、
マグロなど、家庭の食卓を盛り上げる食材ばかりです。
　しかし、最近では、年々漁獲高が減少していることが
課題となっています。
　地球規模の環境の変化もさる事ながら、人為的な海の
汚染が、その原因としてあげられています。今漁師が海
の環境を守るために、山に木を植えています。海に流れ
込む河川の水質を浄化するために、手入れされた豊かな
森林が必要なのです。
　おおい町には名田庄の南川、大飯の佐分利川がありま
す。郷の川を、汚染されないきれいな河川として守る
努力が今大事なのです。
　食の安全性が今日まで注視されたことはないで
しょう。地元の私達が取った食材を私達が食べる。
これほど確かな安心はありません。魚価は安い
傾向なので厳しいですが、社長を筆頭に仲間十五
人で頑張ります。

　

新
お
お
い
町
が
発
足
し
て
、

二
代
目
の
議
員
十
四
名
が
誕
生

し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
議
会
構
成
の
変
更

に
よ
り
、
広
報
編
集
委
員
の
六

名
も
新
し
く
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
「
議
会
だ
よ
り
」
は
、

議
長
挨
拶
を
は
じ
め
、
議
会
構

成
と
六
月
定
例
議
会
の
一
般
質

問
の
内
容
を
中
心
に
編
集
し
ま

し
た
。

　

七
名
の
議
員
が
一
般
質
問
を

行
い
ま
し
た
が
、
限
ら
れ
た
紙

面
の
中
で
、
質
問
、
答
弁
と
も

に
、
で
き
る
限
り
の
記
載
を
し

ま
し
た
の
で
、
ど
う
か
ご
一
読

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
表
紙
と
裏
表
紙
に
つ

い
て
は
、
今
回
は
海
と
川
の
漁

師
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。こ
れ
か
ら
も
、「
働
く
人
」

を
テ
ー
マ
と
し
て
町
内
の
色
々

な
方
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
の

で
、併
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

議
会
が
持
つ
使
命
の
一
つ
で

あ
る｢

具
体
的
な
政
策
の
最
終

決
定｣

の
結
果
報
告
だ
け
で
は

な
く
、
そ
の
経
緯
を
中
心
に
お

知
ら
せ
す
る
「
議
会
だ
よ
り｣

の

編
集
に
、
委
員
一
同
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
感
想
ご
要
望
な
ど

を
、お
寄
せ
下
さ
い
。

（
渡
辺
）

【
編
集
後
記
】

至上の楽しみ「鮎釣り」　　池本忠弘
　南川の鮎釣りは六月初旬の解禁から終盤の十月中旬までが
シーズンとなります。私は四月頃から必要なものを取り揃え解
禁に備えます。解禁前夜は子供のようになかなか寝付けません
が、当日は三時半に起床し、身支度をして入川します。
　一尾目を釣り上げるまでは表現しがたい緊張感がありますが、
二尾目からは釣りに集中し、日ごろの嫌なことも忘れリフレッ
シュすることが出来ます。
　今年は梅雨の長雨により週末のたびに増水し、思うように入
川できませんが、梅雨明けを待って、一日中、川の中で自然と
鮎を相手に楽しみたいと思っています。
　皆さんもいかがですか。

南川の鮎
　古来より南川の鮎は美味で知られ、その姿かたちの美しさと
あいまって珍重され、名田庄の名産として京都方面へ出荷され、
高値で取引されていたといいます。
　かつては、職業漁師も多かったのですが、今では専業とされ
る人は少なくなりました。
　現在では、天然遡上の川として、専ら週末の京阪神地方から
の釣り客のメッカとなっています。
　嬉々として自然と戯れる子供たちや、かつての子供たちのた
めにも、南川の豊な流れと共に、いつまでも天然の鮎を守り続
けたいものです。　　（中塚）
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